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前稿では，マーシャノレ (AlIredMarshall， 1842-1924)にロピンズ (Lionel
Robbins， 1898-1984) という，いずれも現代の経済学に大きな影響を与えてい
ながら，方法の上では対極的な立場に立つ2人の経済学者の， (経済〉とは何


























2) 高橋11'立「経済左は何か一一マー ンャル対ロピンズ手段 目的内容からの規定と行為様式か
らの規定J r茸恨論叢~ 234・235(松尾博激捜退官記念論文集1，1985-11， 

























4) Joseph A. Schumpeter， History oJ economic analysis. 1954 (6th printing， 1967)，東畑精
訳『経済分析り歴史』岩誼主害賠， 19550 [以下，引用文については，引用ベー シを原則として
本土中に示す。なお，本稿での引用文はすべて，邦訳のあるばあいでも，必ずしもそれに依って
はいない。;色町ためロ]





























6 (110) t~ 138巻第3・4号








ポラーニ (KarlPolanyi， lR鮪 1954)"は 「人間経済般をその市場形態と
同等視する」のは誤りだとし(L.p. 6，訳納戸，その立場から i交換」のほ




彼は， i (経済的 economic) という用語の使用は， (それの持つ根本的な〉




その第1の沼、味は「形式的なもの」で i節約 economizing とか経済性の
ある economical といった言い方に見られるように， 目的手段関係の論理的
の Schumpeter，Das Wescn und der Hauttinhalt der theoretischen N.叫ionalokonomie，1908， 
丘 49!，大野血男他訳『理論理済学り本質と主要内容』岩波文庫I 1983， 111-2へー ジo
7) Pola.nyiの日本語表記色ハンガリ 詰にしたがって「ボラー ェ」とした。伎にはトイツ語の
論文もあり， そこでは Polanyiと，‘a'が書かれているo玉野井氏が「ポランニー 」とされて
いる理由のひとつは，彼の仕事を英語闘だけのものとされていることがあるようだら注8にあげ
た書物の邦訳のまえがき CI日本肢の編集にあたって』を参照のことの
B) Karl Polanyi， The livelihood of man， 1977.玉野井曲訳『人閣の経済1-一市場社会の虚構
性』岩波宮盾'.1980. [以1て本士中では L と略記]。





economlCの実体的定義の起源である。J(L. p. 19，訳58-9) I希少性」 と「生
存 subsistenceJ，r形式的なものと実体的なもの， これら 2つの意味のあいだ
に，共通のものはまったくない。J I前者の意味が論理から派生するのにたい
し，事実かb派生する意味が後者てある。J(T. p. 243-4，訳259-26日戸山。








9) Polanyi， The ecanomy as instituted proce田， in K. Polanyi， Conrad M. Arensberg， and 
日arryW. Pearson (eds.)， Trade and market in the early empires.-Economies in history 
and theory， 1957. The Free Press / Co!Her-Macmillan，宝野井他訳『経済自文明史』日本経済
新聞社， 197，丘 [以下，本文中では1仁と略記〕なおI The livelihood of man， p. 19-20，訳58
59にも，ほぼ同じ叙述がある。






て見られよ。 Polanyi，Carl Menger'sれ刊 meaningsof economic，山 GeorgeDalton Ced.)， 
Studies 同 economicanthrotology， 1971，玉野井芳郎訳「メンガーにおける『経済的』の 2つ
の意味JC所収 同『エコノミーとエコロシー 広義の経済学への道』みすず書房， 1978， 316 
ベ ジ以下)[以下，本文中では M と略記)， お土び Tkelivelihood 01 man， p.21 f. R同63
A ジー。 CnrlMe司 er.Grundsatze der l有iJlkswirtschaftslehre，2. Afl. 1923， 55. 60-64 t1. 
72-79，八木紀一郎f由駅『一般理論経済学 I~ みすず書房， 1982 [邦訳には原書りへ ジが記さ
れている〕。























ころ， (経済〉の「希少性定説」を意味している。それゆえ， そこには a) 
「物的なものすべてが不足している」山乙とと， b) I個体の欲求と必要の無限




















ポラーュは， とう L合立場から， 人類史のなかにき克ぎまな形態の〈経済〉
を採って行くことになる。そのばあい， r経済とは， 制度化された過程である
(傍点は引用者〕 というのが彼のいまひとつの基本的な認識であった。「過程」


































ずれていると見た方がよきそうである。 i重なる」というのは 2人とも， こ
12) Lionel Robbins. An euay on the nat~ιre and significance o[ economic science， Macmil1an， 
193己主士六兵南訳『耕砕学の本質正意聾』東洋経済新報社 19570 
13) Friedrich A. Hayek， The confusion of language in political thought [1967J. in New 
studies問 philosophy，politic$. cconomics ond the history 0/ ideas.1978. ~ 6. Catalla芯yand 
economy， p.90 t:?脚注。
14) iロスモス」については後述。



























のように思える。」 とした上で i市場理論」を「キャタヲクティクス catal.
12 (116) 第 138巻第3・4号
IacticsJ， rその秩序そのもの」は「キャタラクシー catallaxyJ と呼ぶことを
提案するのである (p.90)'"。彼によれば， Iこの新造語を導入する主たる目
的は，キャタラクシ が特定の位階構造をもった具体的な諸目的に役立つよう



















15) rキ+タヲクテ4 クλcatallacticsJは，もともとホェー トリ (RichardWlw.lely， 1787-1863) 
の命名に砕かるもので， 交換を;.FJ，肱するギりシャ語'D.α"a，l，l&rsqからとった語。経商学をう主
換の科学として純化しようとする提唱である CSchumpeter，Das Wesen und der Hauptinhalt 
der theoretisch四 Nationalokonomie，1908. 2te Afl. 1970， S.50.訳113ヘジ，および，History 
of economic analysis， 1954 (6th printing， 1967)， p.536，訳1127ページ)。
16) 正確には. 1偽アリストテレスの著」止言うべきであろ号。アりストテレスの流れをくむ「遣
話芸主主派(へリパトス〉の4のとされる。 M.1. Finley， Eco71酬 'lyand society in ancient Greece， 
ed. by B. D. Shaw and R. P. Saller， 1981 (lst ed. in 1953)， p.980 
「経済とは何か」 ポラー ェ対ハイエク (117) 13 





















17) Hayek， The market order or catallaxy， in Law， legislation and liberty， vo[. -2， The mirage 
ザ socialjustice， London， 1976， Chap. 10 なお，ハイュクは，そこで「経済」のもう少しくわ
しい分類を与えている。「厳密にし、えば，世帯j 農家，企業はそれぞれ諸経済と呼ばれることが
できるJ また， ['ふつうに社会経済ないしは国民経済と呼ばれているものは， この宮球では単ー
の経済で{まな〈た〈さんの相互にからみあった諸経済のネットワー クであるJ






























19) Robbins， Econ'omics and political economy， American economic re町汚叫 71(2)， May 19田.
































































21) The marl出 orderor catalla本Y.in Law， legιslation and liberty， '0[. 2， The mirage 01 
social justice， London， 1976，αhap. 10， p.107-8. 






















ハイェクの最大の関心は， I個人の自由」にある。 I個人の自由」 ζそは，
彼の価値判断の根本的な立脚点である。その立場から，彼は， 社会の秩序を
「人為的秩序」と「自生的秩序」の2種に区別す品。前者は「作られた秩序
made order J T，外から目的が与えられることを特徴としており，後者は「成
長する秩序 grownorderJで，それ自体としては目的をもたないことがその特

























28) という o Lて見れば，ポラーニのぼあいは「市場」にたいする強い負の関
心がき雪にあって，ぞれが次に彼をして異なった時代，異なった民族に属L，
22) Hayek， Cosmos and taxis， in Law. legislatioηand liberty， vol. 1. Rules and order， 
London， 1973， Chap 2 
























24) ポヲー ユとハイェクが対立するもうひとつり舞台は， じつは，すでに192(年代のいわゆる「社
会主義経済計算」論争に見られた。本稿でしつらえた舞台と20年代白それとをつなぐ論理を採る
ことは，それなりに興味ある問題だが，いまの私には，その準備はない。これに闘する文献は，
次のものである。 KarlPolanyi， Sozialistische Rechnungslegung， Arch叩 furSoúalwü_~en­
schaft und Sozialpolitik， 49 (2). 1921; Der funktionelle Theorie cler Gesellschaft und 
das Problem der sozialistischen Rechnung:slegung， Archiv jur Sozial:出 I>senschaftund 
Sozialj加litik，52 (1)， 1924，および F. A. Hayek Cedited， with an introduction and a 





(1986. 5. 5) 
25) 高橋正立「経済とは何か 認識関心からりアプローチJr人文』京都大学教養部， 第33集，
1~87-3 子定.
